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2 Fl17B、上田地方は大雪。しかし、子どもたちに

とって雪は絶好の遊び材料。翌日 2月18B、南部保育

園では、園児たちが雪遊びを楽しんでいました。雪で

作った “すべり台"から、 1人ずっそ 1)で滑ったり、み

んなで雪合戦をしたり …。みんな"ワーワーキャーキ

4 ャー"言いながら図庭をかけまわっていました。

第包次長期基本構想

折り返し点を迎えて・.• 
大型事業の進ちよく状況

暮らしのコーナー

こんにちは保健婦です エプロン百科

みんなのページ
マイタウン ・提言 上田再発見「ここが好き」など

2~5 

8・9

10・11

京事ヘゥ喝やら
(南部保育園で雪遊び)

市/民lのl動lき
( 2月1日現在)

総人口 119，656人 ( +84) 

男 58，437人 ( +59) 

女 61，219人 ( +25) 

世帯数 39，191世帯 (+39) 

( )内l手前月比です



後
期
基
本
計
画
ヘ
パ

基
本
構
想
の

ト
ン
タ
ッ
チ

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
、
上
田
市
ガ
掲
げ
る

理
想
の
都
市
像
は
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
、

豊
か
な
自
然
に
固
ま
れ
芝
、
文
化
の
香
り
高
い

「
あ
疋
定
か
い
山
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
だ
第
二

次
よ
田
市
長
期
基
本
構
想
は
、
そ
の
だ
め
の
指

針
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
こ

の
構
想
に
沿
っ
て
市
政
の
総
合
的
、
計
画
的
運

営
ガ
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
だ
。

折
し
も
、
今
年
三
月
で
、
前
期
基
本
計
画
ガ

終
了
し
、
四
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
後
期
基
本
計

画
へ
と
パ
ト
ン
ガ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
だ
前
期

計
画
の
な
か
か
ら
、
主
な
事
業
を
ピ
ッ
ク
戸
ツ

プ
し
、
そ
の
進
ち
よ
く
状
況
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
だ
。

特
に
、
昨
年
末
に
は
北
陸
新
幹
線
軽
井
沢

・

長
野
間
フ
ル
規
格
着
工
ガ
決
定
し
、
ま
芝
、
上

信
越
自
動
車
道
も
、
上
田
市
通
過
全
域
で
設
計

協
講
巳
入
る
怠
ど
、
高
速
受
通
化
へ
の
足
音
ガ

に
わ
か
に
高
ま
り
、
す
で
に
上
田
駅
構
内
自

由
通
路
は
工
事
ガ
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
さ
ら
に
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
、
駅
前
お
よ

び
中
山
商
后
街
の
再
開
発
怠
ど
、
関
連
事
業
の

推
進
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
上
回
リ
サ
ー
チ

パ
!
ク
を
核
に
し
だ
先
端
技
術
産
業
の
拠
点
づ

く
り
、
室
内
プ
ー
ル
を
中
山
と
し
だ
「
ふ
れ
あ

い
フ
イ
V
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
L

の
建
設
な
ど
、
基

本
構
想
の
折
り
返
し
点
を
契
機
に
、
各
事
業
の

推
進
巳
い
っ
そ
う
ま
い
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
高
椋
生
、

宮
島
武
士
さ
ん
か
ら
も
、
決
の
よ
う
な
ご
意
見

ガ
寄
せ
ら
れ
ま
し
だ
。
尊
重
し
な
が
ら
今
後
の

市
政
に
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

富島武士九

(17歳・福田)

上
回
駅
構
内
自
由
通
路
の
建
設
が

着
工
さ
れ
、
市
が
駅
前
再
開
発
に
乗

り
出
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
未
来

へ
の
課
題
が
残
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ、
7
か
。

ま
ず
、
放
置
自
転
車
の
箆
備
、
駐

車
場
不
足
め
問
題
、
次
に
駅
前
に
接

続
す
る
道
路
や
幹
線
道
路
の
整
備
の

必
要
性
。
そ
し
て
、
老
桁
化
し
た
建
物

の
対
策
、
屯
線
の
地
中
化
や
ア

i
ケ

ー
ド
の
近
代
化
の
問
題
な
ど
、
な
ど
。

北
陸
新
幹
線
の
フ
ル
規
格
着
工
も

決
ま
り
、高
速
道
や
「
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
」
、
室
内
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
、

各
種
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
展
し
、

東
信
の
中
核
都
市
と
し
て
モ
ダ
ン
な

都
市
を
つ
く
る
の
に
、
現
状
は
最
悪

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
内
の
施
設
に
も
老
朽
化
が
は
げ

し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

移
転
す
る
な
り
、
な
に
か
対
応
策
を

見
い
だ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
が
・:。

新
聞
な
ど
に
も
出
て
い
る
よ
う
に
、

地
価
の
高
騰
や
地
権
者
と
の
交
渉
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
こ
れ

ら
の
早
期
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

(2] 広報うえだ'3.3. 1 



高速炎通網
上田駅構内自由通路

必
要
な
調
整
を
行
い

建
設
に
着
手

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
の
「
軽
井
沢

・
長
野

間
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
二

十
四
日
、
「
接
備
新
幹
線
着
工
等
に
つ

い
て
の
政
府

・
与
党
申
合
わ
せ
L

が

行
わ
れ
、
必
要
な
調
躍
を
行
っ
た
う

え
で
、
標
準
軌
新
線
(
フ
ル
規
格
)

で
、
平
成
三
年
度
か
ら
、
所
妥
の
認

可
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
そ
の
建

設
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
ギ
業
費
は
、
約
五

十
六
億
円
、
そ
の
う
ち
上
田
市
の
負

制
一
分
は
、
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

千
六
百
万
円
(
北
陸
新
幹
線
鉄
道
監

備
事
業
費
補
助
金
)
を
新
年
度
当
初

予
算
へ
計
上
し
ま
す
。

今
後
J
U
、
関
係
す
る
沿
線
自
治
会

お
よ
び
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん
の
い
っ

そ
つ
の
ご
埋
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

合
年
度
、
橋
脚
が

2
か
所
完
成

上
田
駅
構
内
自
由
通
路

一
月
十
八
日
に
、
上
田
駅
構
内
自

由
通
路
の
建
設
工
事
起
工
式
が
行
わ

れ
、
全
体
で
五
か
所
の
橋
脚
部
分
の

う
ち
、
平
成
二
年
度
で
は
こ
か
所
設

置
さ
れ
ま
す
。
二
年
度
に
設
置
さ
れ

る
場
所
は
、
現

h

仕
の
二
番
ホ
ー
ム、

上
回
交
通
と
J

R
の
境
界
部
分
。
平

成
三
年
度
に
は
、
引
き
続
き
残
り
の

橋
脚
、
桁
架
設
そ
の
他
の
工
事
が
行

わ
れ
、
三
年
度
末
に
は
、
一
部
の
内

装
工
事
を
残
し
て
、
ほ
ぽ
全
体
の
形

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

同
通
路
は
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
九
十
メ
ー
ト
ル
で
、
総
工
賢
が
約

四
億
五
千
万
円
。
完
成
予
定
は
平
成

四
年
六
月
。

ま
た
、
駅
南
口
の
開
設
お
よ
び
駅

南
側
の
幹
線
道
路
の
絞
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
三
年
度
か
ら
ど
虫
学
業
着
手
す

る
予
定
で
す
。

現
在
、

2
回
目
の

設
計
協
議
中

上
信
越
自
動
車
道

昨
年
十
一
月
五
日
、
市
内
で
初
め

て
搬
城
第
三
協
議
区
の
設
計
協
議
が

ま
と
ま
っ
た
の
に
続
き
、
同
十
二
月

二
十
九
日
、
搬
域
第
一
協
議
区
に
お

い
て
も
設
計
協
議
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。現

花
、
各
協
議
区
で
二
回
自
の
設

計
協
議
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
高
速
道
建
設
に
向

け
て
積
極
的
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
沿
線
お

よ
び
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

上
回
i
戸
倉
聞
か

都
市
計
画
決
定

上
回

・篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス

上
回
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
な
ど
千
山

川
左
岸
地
域
の
開
発
に
必
要
な
道
路

で
あ
る
「
上
回

・篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
」

の
上
回

i
戸
合
間
約
十
六

・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
、
昨
年
十
二
月
四
日
に

開
催
さ
れ
た
長
野
県
都
市
計
画
審
議

会
で
添
認
さ
れ
、
都
市
計
画
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
バ
イ
パ
ス
は
、
固
め
第
十
次
道

路
整
備
五
か
年
計
画
に
よ

っ
て
事
業

計
手
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

早
期
着
工
に
向
け
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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ふれあい・
フィットネスパーク

a・・‘

H

常
夏
の
楽
一室

内
ブ

l
ル

海
の
気
分
か
一満
喫

る
年
齢
層
の
人
が
気
軽
に
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
運
動
広
場
、

親
水
公
闘
も
併
設
さ
れ
ま
す
。

市
制
七
十
間
年
記
念
事
業
と
し
て

上
塩
尻
中
之
島
地
籍
に
建
設
中
の
「
ふ

れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ

|
ク」
。
中

心
と
な
る
室
内
プ
ー
ル
は
、
一
年
を

通
じ
て
海
の
気
分
が
満
喫
で
き
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
あ
ら
ゆ

楽
し
ん
℃
…健
康
づ
く
り

室
内
プ
ー
ル
は
、
地
上
二
階
、
地

下
一
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

二
部
鉄
骨
造
り
)
で
、
延
べ
出
棺市役所正面玄関入口に展示されている室内プールの模型内部

が
約
七
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
、
一
階
は
、

水
深
が
三
メ
ー
ト
ル

ま
で
調
節
で
き
る
二

十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
や
、
複
雑
な
波
の

変
化
が
楽
し
め
る
造

波
プ
l
ル
の
ほ
か
、

ち
び
っ
こ
プ

l
ル
な

ど
、
二
階
に
は
、
ス

ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル、

渓
流
下
リ
プ

l
ル
や

健
康
づ
く
り
室
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
在

住
浴
ゃ
う
た
せ
湯
な

ど
が
利
用
で
き
る
ク

ア
コ
ー
ナ
ー
(
寸
ク

ア
」
と
は

「治
療
、

保
養
」
の
立
で
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
、

病
気
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
積
極
的

な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
)
や
日
光

浴
場
、
外
側
に
サ
ン
デ

ッ
キ
な
ど
が

併
設
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
に
は
も
っ

て
こ
い
の
場
所
と
し
て
完
成
が
待
た

れ
ま
す
。

愛
祢
を
公
募
…じ
ま
す

「
ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ
|
ク

は
、
昨
年
の
九
月
二
十
八
日
に
建
設

工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(4J 7 広報うえだ'3.3.

一
一
月
の
時
点
で
は
、
工
事
全
体
の
約

二
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
三
月
末
に
は
、
約
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
す
る
予
定
。
現
在
は
、

ま
だ
基
礎
工
事
の
段
階
で
す
が
、
五

月
末
に
は
室
内
プ
ー
ル
の
屋
根
を
除

く
部
分
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
リ
、
屋
根

の
取
り
付
け
の
完
成
予
定
が
七
月
上

旬
で
す
。

な
お
、
プ
ー
ル
の
愛
称
に
つ
い
て

は
、
九
月
発
行
の
「
広
報
う
え
だ
」
な

ど
で
、
一
般
公
募
を
す
る
予
定
で
す
。



公
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
も
同
時
に
進
行

-上田リサーチ・
パーク

産
・
学
・
鐙
怒
一
体

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
阿

の
主
要
事
業
と
し
て
、
地
域
経
消

の
柄
性
化
を
目
的
と
し
て
造
成
す

る
「
よ
問
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
L

。
造

成
地
問
辺
に
は
緑
豊
か
な
自
然
景

観
を
背
訟
に
、
長
野
大
学
、
上
回

女
子
制
期
大
ヤ
、
上
回
自
然
運
動

公
開
、
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
、

東
堀
田
林
間
工
業
団
地
な
ど
が
あ

リ
、
こ
れ
ら
の
地
設
を
生
か
し
て

工
業
同
地
、
学
術
研
究
機
関
、
関

述
道
路
な
ど
を
終
備
し
て
い

く
計
画
で
す
。
完
成
す
る
と
、

既
存
森
林
、
た
め
池
、
史
跡

公
図
な
ど
を
生
か
し
た
潤
い

の
あ
る
工
業
団
地
が
実
現
し

ま
す
。

に
、
緑
を
で
き
る
だ
け
残
す
グ
リ
ー

ン
テ
ク
ノ
パ

l
ク
方
式
を
県
下
に
先

が
け
て
採
用
し
ま
す
。

に
造
成
了
い
や
起
工
式
が
行
わ
れ
、
昨

7

年
十
二
月
ま
で
の
時
点
で
は
約
五
十

3

ハ
1

セ
ン
ト
、
土
工
事
だ
け
に
限
る

f

L

六
二
月
の
時
点
で
は
約
七
十
八
ハ

広

1
セ
ン
ト
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一説

ま
た
、
同
時
に
道
路
工
事
や
、
公
岡
、
寝

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
建
設
も
進
め

L

て
い
ま
す
。
造
成
工
事
の
完
成
予
定

)

は
、
今
年
の
九
月
の
予
定
で
す
。

応

緑
の
ポ
…一一外

…一市
ド
ジ
強
調

土
工
事
除
窓
側
部
が
完
成

上
回
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク
は
、

イ
メ
ー
ジ
的
に
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
な
ど
を
あ
ま
り
使
わ
ず

造
成
田
和
は
五
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
宅
面
は
十
七
面
、
総
事
業
費
は

約
八
十
億
円
で
す
。
昨
年
二
月
八
日



部落解政基本法 制定要予見上IJU躯涜起集会

制定実現にむけて

一致団結
=r部落解放基本法」制定実現

上小地区決起集会=

歩. . .1...... 
2月14日、“「書IS滞解肱嶋本法J 制定

実現上小地区決起集会"が文化センタ

ーで開催されました。今むなお限強1< 

存在し 、 あとを絶たない持~~]IJ 'J~件 こ

れらの差別を含め、部税問題の完全な

解決を目指して、上小地域からが)500人

が参加しました。

近畿大学績師 ・北口末広さんが講演

/ 

/l ぺ~.I(" " 
7 . 'i" 

2月17目、創造館での『女性のためのパソコン教室」

楽
し
み
怒
が
ら
、
パ
ワ
コ

bm習

一
一
月
二
十
六
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
聞
か

れ
た
「
婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い
」
。

男女、ともに認めあって

一
一
⑪

ζ

且

一

、

』

E

日
γ

-
Et唱

ζ

‘

』

ι
、

』

一
〔ハ
一

‘
 

一

点

田

氏

時

代
、
武
上
た
ち
が
来
馬
の
線
科
を

E

し
た
馬
場
が
、
仙
ずれ
氏
の
時
代
に
な
る
と
一
切
山

引
の
金
昌
与
す
付
近
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
に

m

で
き
た
の
が
馬
場
町
で
す
。
道
の
両
側
に
い
く

引
っ
か
の
小
路
が
あ
る
の
は
当
時
、
馬
を
入
れ
て

畠
お
い
た
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山

最

初

の

こ
ろ
は
上
回
藩
の
中
級
武
士
た
ち
が

亀
住
む
町
で
し
た
が
、
江
戸
中
期
の
松
平
氏
時
代

引
に
な
り
ま
す
と
、
勝
保
、
布
地
、
山
極
な
ど
の

叫
滞
医
が
多
く
集
め
ら
れ
「
医
者
の
町
」
に
な
り
、

山
小
路
に
は
足
軽
た
ち
の
住
む
長
尿
も
作
ら
れ
ま

乱
し
た

一
明
均
一
一
ト
年
ご
ろ
ま
で
の
馬
場
町
は
中
央
の

E

泊
り
を
則
水
が
流
札
、
そ
の
州
側
の
ヤ
ナ
ギ
、

山
ウ
メ
な
ど
の
川
本
が
兵
し

い
町
で

し

た

雌

沢

E

川
に
沿
う
下
道
に
は
ん
ー
で
も
ナ
ツ
メ
の
木
が
あ

山
リ
、
ナ
ツ
メ
河
内
出
・
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

E

人
工
的
杭
腕
の
発
生
や
、

動
脈
硬
化
航
、
肝

U

細
胞
秘
な
ど
の
研
究
で
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら

E

れ
る
山
極
勝
三
郎
博
士
(
旧
姓
山
本
)
は
、
十

[6J 広聾うえだ'3.3. 1 



‘一、3・・・L一一一一一-L
期待しています/ごみモニター

2月18日、「市民ごみモニター」の委嘱式が行われま

した。市民ごみモニターは、ごみの減量化、再資源化

という課題に対して市民の皆さんにも協力していただ

こうと、広報などで一般公募したものです。今回、 42

人の応募のなかから14入、また、消費者団体や自治会

から推薦のあった 6人とともに、 20人が問モニターに

決定しました。永野市長はあいさつのなかで、「活発に

意見を出して、ごみ問題に積極的に協力していただき

たい」と述べました。

~サ年先まで受け付けます~

上田市民会館、上田市文化会館の使用申込

受付期日を平成 3~手 4 月 1 日から 1 年先まで

とします。今までは半年までしか受け付けま

せんでしたが、利用者の皆さんからの強い要

望によ J)、改めました。詳しくは、各館へお

問い合わせください。

b市民会館包⑫0762

b文化会舘 E⑫0760 

秀
作
、

力
作
が
ず
ら

テレビ版「広報」

うえだ"

お

済

み

で

す

か

一

一
市
県
民
税
の
申
告

二

一
市
民
会
館
で

3
月
旧
日
ま

二

…
で
。

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

一

一
上
田
市
文
化
芸
術
協
会
二

一

文

芸

祭

一

…
3
月
げ
日
⑤
午
後
1
時

一

市
民
会
館

入
場
料
捌
円
二

“サンデー

uc v (上回ケーブルビジョン)

て毎日曜日、市政に関するお知ら

せをお届けしています。

t>問い合わせ秘書課広報担当

(内線1112)

竃
六
歳
の
と
き
、
馬
場
町
の
医
師

・
山
極
松
庵
の

一
養
子
と
な
り
上
田
中
学
校
↑
を
卒
業
し
ま
し
た
。

も
ま
た
、
同
町
出
身
の
小
河
滋
次
郎
は
監
獄
法

九
の
研
究
で
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
、
大
正
期

叫
に
は
大
阪
府
に
社
会
事
業
協
会
や
方
而
委
員
制

目
度
を
創
立
し
ま
し
た
。
勝
俣
英
吉
郎
は
長
野
県

乱
医
師
会
長
、
市
会
議
員
、
上
岡
市
長
を
歴
任
し

目
ま
し
た
が
、
小
河
と
同
じ
く
馬
場
町
の
医
師
の

E

家
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
馬
場
町
の
通
り
の
中
ほ
ど
か
ら
、
西
に
入
る

司

か
仕
え

も
小
路
の
奥
に
は
、
晩
年
に
山
本
鼎

(画
家

・
版

日
画
家
)
が
住
ん
だ
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。
鼎
は

E

大
正
時
代
に
児
童
自
由
家
教
育
や
農
民
美
術
連

日
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
小
説
、

-
詩
、
俳
句
な
ど
の
文
学
的
才
能
に
も
恵
ま
れ
て

一
お
り
ま
し
た
。

一

配

給

の
馬
肉
煮
て
み
る
夜
祭
か
な

一

百

舌

(も
ず
)
鳴
く
や
近
く
穀
犀
の
白
い
壁

E

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
山
本
鼎
は
馬
場
町
の

一
寓
居
で
こ
の
よ
う
」
い
戦
時
下
の
心
境
宇

一
託
し
て
お
リ
ま
す
。

(

文
責

・
博
物
館
)

一
色も

一
図

E
 一

内

E

案
・一一

--!~ 
2月16日~同24日に行われた「写真セミナー 5クラブ合同嫌影

会写真展Jo 96点の作品が展示されました。
• 

広報うえだ'3.3.1{ア]



|去』|

回
型型J市立図書館

回目先
日
、
あ
る
主
婦
か
ら
こ

ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

「
夜
眠
れ
な
い
ん
で
す
。

昼
間
も
何
も
や
る
気
に
な
ら

な
く
て
。
朝
は
主
人
や
子
ど

も
を
送
り
出
す
の
で
、
な
ん

と
か
起
き
ら
れ
る
ん
で
す
が

•
•• 

」体
の
ぐ
あ
い
を
尋
ね
る
と
、

「
頭
が
重
く
て
、
動
く
の
が

お
っ
く
う
」
と
の
こ
と
。

ど
う
や
ら
、
う
つ
状
態
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い

っ
か
ら
か
削
尋
ね
る
と
、
「
半
月
ぐ

ら
い
前
か
ら
な
ん
で
す
。
父
が
ず

っ
と
寝
た
き
り
で
、

一
か
月
前
に

亡
く
な
っ
て
。
初
七
日
も
終
わ
り
、

ほ
っ
と
し
た
こ
ろ
か
し
ら
」
と
。

こ
れ
が
誘
因
の
よ
う
に
忠
わ
れ

父
の
死
で

う
つ
状
態
に
・
:

(
心
の
健
康
)

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
①
今
ま
で
張

り
つ
め
て
い
た
緊
張
の
糸
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
、
②
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た
め

に
も
生
さ
る
こ
と
や
楽
し
み
を
見

つ
け
て
み
ゐ
こ
と
、
③
不
服
に
つ

い
て
は
副
作
用
の
あ
ま
り
な
い
薬

も
あ
る
の
で
主
治
医
に
相
談
し

て
み
る
こ
と
、
④
心
配
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
連
絡

す
る
よ
う
、
伝
え
ま
し
た
。

-
原
因
は
ス
ト
レ
ス

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
う
た

場
合
、
し
ば
し
ば
体
だ
け
で
な

く
心
も
順
応
し
き
れ
ず
、
う
つ

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
死
別
、
子
ど
も
の

独
立
、
停
年
、
転
勤
な
ど
で
起

こ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

-
無
理
せ
ず
相
談
を

う
つ
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
①
負
却
に
な
ら
な
い
躍
度

に
日
常
生
活
を
送
る

(
「
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
が
ん
ば

り
す
ぎ
る
の
は
、
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
て
②
だ
れ
か
に
相

談
す
る

こ

人
で
悩
ん
で
い
る

よ
り
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
)

③
長
び
い
た
り
、
繰
り
返
し
た

り
す
る
場
合
や
体
の
調
チ
が
よ

く
な
い
と
き
は
、
主
治
医
に
相

談
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
諜

(
内
線

1
3
7
6
)

相談することも大切

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん

寸
修
学
資
金
L

等
の
貸
付

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

7 [8] 広報うえだ'3.3.

高校 ・ 高専 . ~m

1中学卒業者1

総収支成金

• r南北大平記一足利尊氏」童門冬二

・ 「やちまた上 ・下J 足立巻一 ・

「きょとん」問中小実昌 ・ r~_業」

不破純 ・ 「小説和泉式部許チの恋」

三枝和子 ・「力タルシス」本間洋平

・「ロートレック荘事f'I:J筒井康除

・ 「甜iを数えてJ Iluf刀円二!高 ・ 「マコ

さん北極をゆく」和泉雅子 ・「彩絵」

j度辺淳一 . rあのことこのこと」山

手樹一郎 ・ 「賞金の階段」河野修一

郎 ・ 「静力、な午前J )ol健三郎 ・

「千里ぐらし」梅料忠夫 ・ 「日本近

代の世紀末」饗庭孝男 ・「闘病口記

」て ・下」高見)1回 ・ 「恋人」津村節了・

・ 「葉縦のnJ鷺沢新 ・ 「ギリシア

の英雄たち」曾野綾子 ・ 「太平記Ii

モ

お

く

も

・

送

の

」

拡

タ

破

ア

…

と

と

詐

恋

・

民

放

蝕

宴

本

「

r

Jr

一

拙

の

と

r

チ

部

牛
.
月

の

松

・
・

4

一

は

風

こ

・

洋

池

「
「

へ

J

レ

一

京

「

る

崎

」

・

・

局

鏡

宏

一

J

F

北

-

き

子

山

風

終

手

俣

惣

一?

行

一

厳

し

、

冬

U
去
)
、
悲
と
共
に
進
学
や
就
職

生

前

」

じ

ナ

一
「

の
荒
干
・
¥
博
一

L

J

l

-
r寸「
木

ド

む

ン

恕

・

ろ

J

U

f

川

，
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

日力

側

・

J

仙
即
制
的
美
加
一
剛
山
川
町
…
…
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ま
の
進
学

臣

穂

み

と

ボ

に

神

」

保

「

'

け

し

ベ

明

e

や
就
職
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
女
手
ひ
と

舜

」

ふ

こ

ド

き

」

は

姿

・

活
保
ザ
同
一
つ
で
生
吉
を
支
え
、
お
子
さ
ま
を
り
っ
ぱ
に
育

陳

卜

上

る

一

と

論

佐

原

牛

で

イ

た

一

j
、
一

」
ル

井

て

ハ

風

人

人

榊

彦

情

畑

」

冷

h

て
ら
れ
て
こ
の
時
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

話

ア

」
育

も

よ

恋

、

J

信

愛

ギ

女

の

，

↑
ツ

道

と

い

や

そ

「

よ

祭

A
n

「
ネ
の
一
…
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

人

一

る

こ

仕

「

・

だ

祝

落

・

マ
漠
二
一
さ
て
、
国
の
法
律
で
あ
る
「
母
子
寡
婦
福
祉

一
法
」
で
は
、
母
子
家
庭
の
自
立
援
助
施
策
と
し

…
て
貸
付
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
特
に
「
修
学
資
金
」
や

「就
学

・
就
職
支
度

…
資
金
」
は
、
進
学
や
就
職
を
さ
れ
て
い
く
家
庭

…
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
金

…
を
利
用
さ
れ
て
、
社
会
に
巣
立
ち
活
躍
さ
れ
て

一
い
る
か
た
が
増
え
ま
し
た
。

…
貸
付
の
内
容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
こ

…
の
資
金
を
ご
希
望
め
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
は
、

一
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
マ
問
い
合
わ
せ

悩
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係
(内

一
線

1
6
0
8
)

吋

一

一円
一
一

一

一

一

4

-

-

の
u
-
AU
-nu
-nu
-向
Hv
-

'

-凡E
O
一
O
-o
-o
EZ

『

-
a
R
-

'
-

L

L

'

"

L

-

一
一幻
一羽
一幻
一"と幻
一

一
則

一
一一
州
一∞
一ω
一ω
一ω
一

一
例一

一町
一
m
E州
市
一

一金コ
ーコ」
」l
一

↑
資
一捌
一校
一豆
大
一堂
一修
一

一学一湘一一一一一
一

…

時
一制
一高
一喜

一大
1
一

-支度資金

之笠竺丘二竺rqよ笠土ft:3W旦
自宅 i曲学|自主外通学

60.∞o肉 1iO.αl()問
弘立の高校・専修の均台

130.仰)問の加味

鮒大・専修 ・大学 18宅通学自毛外通学
1高校卒業者) 1 iO.∞0円 80制鴻円
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催しガイド
白
米
に

ω
%、

便
秘
予
防
に
効
果

最
泣
よ
く
耳
に
す
る
食
物

繊
維
と
は
、
多
種
矧
の
物
質

の
総
称
名
で
、
人
聞
の
消
化

酵
素
に
よ
っ
て
は
消
化
さ
れ

な
い
食
物
中
の
蛾
消
化
性
成

分
の

こ
と
で
す
。
刷
物
細
胞

の
細
胞
墜
に
含
ま
れ
る
各
種

化
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

腸
管
内
で
水
を
含
ん
で
ゼ
リ
ー

の
よ
う
な
ゲ
ル
状
物
質
と
な
る

の
で
、
使
悼
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぬ
か
層
に
多
く

コ
i
ン
フ
レ
ー
ク
と
牛
乳

単
に
消

米
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
量

を
調
べ
て
み
る
と
、
玄
米
で
二
・

七
%
で
す
が
内
米
で
は

0
・
八

%
と
な
り
、
食
物
繊
維
成
分
は

ぬ
か
層
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
繊
維
分
が
多
い

と
い
わ
れ
る
大
支
で
は
玄
麦
で

一
五
・八
%
、
押
し
麦
で
も
三
・

八
%
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
オ

ー
ト
ミ
ー
ル
で
五

・
九
%
、
ラ

イ
麦
ハ
ン
で
は
一
二

・
三
%
で

食
物
繊
維
と

シ
リ
ア
ル
食
局

の
物
質
や
昔
か
ら
利
用
さ
れ
て
き

た
海
部
と
か
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
が
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
ま
た

果
物
に
多

い
ペ
ク
チ
ン
も
食
物
繊

維
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
物
質
は
、

市民会 館 E必~

月 催し物名 開演 入場方法 問い合わせ
日

② 

劇団フジ 上回 こども

rへンゼルと 18: 00 会員券 劇場

グレーテル」 ~ 4756 

10 
マスクプレイ 11 : 00 有 料 劇 団

@ ミュージカル
14: 00 (プレイ) 飛行紛

「王子と こじき J ガイド

24 
ティ ーンズ 有 料

琴光堂

⑤ 
ミュージック 15: 00 (プレイ ) ③0470 
フ ェステ イ ノ~ )レ ガイド

⑤ 31 
第26回

10: 00 関係者
上回民緑

上国民踊まつり 連 合会

| 文化会館 τ ーーで包容mm】|

10 務 11回
13: 00 無 料

中失公民館

③ よ回合唱祭 ③0760 

15 
週明j上回 3周年 無 料 週刊上回

⑧ !e念講演会 ・対談 13: 30 
込(は仁が)きて申し

新 聞 社

(倉本総・小宮山量平) ②6200 

東信地区，'8，等学校 9 : 40 よ田千曲t笥
20 

演劇合同発表会
(20日)

無 料 校 ・}II俣
⑧ 9 : 00 

(-21日) (21日) ③7070 

24 
有 料

カンタータ

@ ヨハネ受難曲 18: 30 (プレイ) コアガイド

す
が
、小
麦
白
パ
ン
で
は
こ
・

八
%
し
か
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
そ
の
た
め
舵
近
で
は
、

食
物
織
純
源
と
し
て
コ

ー
ン

フ
レ
ー
ク
ス
、
膨
化
玄
米
粒
、

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
と
い

っ
た
朝

食
用
シ
リ
ア
ル
閣
が
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ア
ル
食
品
を
利
用
す

る
と
、
使
仙
の
予
防
な
ど
に

は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
繊
維
成
分
が
腸
管
内
で
ゼ

リ
|
状
と
な

っ
た
場
合
、
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
も
峨
着
し

て
便
の
方
へ
移
る
性
質
が
あ

る
の
で
、
牛
乳
の
よ
う
な
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
物
と
同

時
に
と
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

EEE司跡調・・・・・・・・・~珊DII・
上国南~l~島例会 金 井

⑧ 8 rチロヌ ップの 18: 30 会員券 の5896
きつね」

親子峡商劇場 10: 00 
有 料 よ回創造鎗23 13: 00 @ ( -25) 15: 30 

無 料
中部電力30 中t童文化講演会 14: 30 
~' 1 240 @ 

ヰー

…
圏
ゆ
ず
り
ま
す

一

マ
カ

l
シ
l
ト

二
1
三
千
阿

マ
屯
気
二

一

た

つ

無

料

マ
向
転
車

(小
学
校
五
、
六
年

一
生

}

千

円

マ
ス
ク
ー
タ
ー

(話
し
合
い

)

…
マ
都
市
庁
ス
オ
ー
ブ
ン
無
料

マ
ガ
ス
フ
ァ

…
ン
ヒ
ー
タ
ー

三
万
五
千
円

マ
ガ
ス
こ
ん
ろ

一
(
話
し
合
い

)

マ

シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

三

千

…
円

マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

無

料

マ

勉

強

机

二

…

台

二

千

円

1
4
千
円

マ
ス
キ
|
靴
(
お
・
5

…
二

五

千

円

マ

弓

道

一
式
(
話
し
合
い
)

一
マ
豆
炭
こ
た
つ

無
料

マ
定
気
オ
ル
ガ
ン

…
無
料

マ
ス
タ
ヴ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
(
4
本
)

…
三
万
円

マ
ル
i
ム
ウ

オ
|
カ
l

.4
千
円
i

…

一
万
円

一
圏
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

一

マ

滑

り

台

マ

ベ
ビ
ー
カ
ー

マ

ビ

|

べ

九

ヅ
ド

マ
赤
ち
ゃ
ん
用
体
重
計
マ
幼
児
用
布

…
団
セ
ッ
ト

マ

パ

ソ

コ

ン

マ

電

気

ミ

シ

ン

…
マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
バ
イ
ク
マ
自
転
車
の
子
ど

…
も
用
補
助
い
す
マ
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

一
マ
都
市
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
マ
都
市
ガ
ス
ふ
ろ

一
が
ま
マ
ソ
フ
ァ
ー
ベ

ヴ
ド

マ

二

段

ベ
ッ
ド

7

一

マ
本
棚
マ
盤
理
だ
ん
す
マ
子
ど
も
用
ス

3

一
キ
|
一

式
(六
歳
)
マ
春
物
ワ
ン
ピ
ー
ス
(
婦

f

一
人

)

マ

大

正

琴

マ

大
人
用
自
転
車
(
一二
輪
)

窓『え-つ留広

~ 
不
用
品
巳
な
つ
だ
も
の、

ほ

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
だ
ら

生
活
環
境
課

〈内
線
T
3
9

0
)
へ
ご
連
絡
を
。

[9] 



「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

していだだくページです。決を参考に、市役所

秘書課(〒386大手Tー什一旬、内線1112)ぎ

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言〈詳細は次ページ〉、上田再発

見 ・ここが好き(あな疋の好きな風景や場所〉、

フォトなつかしの上回〈昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わだしの夢 (21

世紀のよ田市を描い定夢のある小・中学生の絵

画〉、なかま(サークル、グループの紹介〉

( )  )1 

大
屋
公
園

(
高
尾
山
白
鳥
穂
見
神
社
)

マイ

タウン
MYTOWN 

||提|言|

-:・

・
今
月
の
テ

l
マ
:
:

J
R上
回
駅
周
辺
の

再
開
発
に
つ
い
て

J

R
上
田
駅
構
内
自
由
通
路
の
起
一

一
工
式
が
、

一
月
十
八
日
に
現
地
で
行

一

…
わ
れ
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
も
フ
ル

一

…
規
格
で
決
ま

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
駅

一

一
前
再
開
発
に
は
ず
み
が
つ
く
と
思
わ

…

一
れ
ま
す
。
今
回
は
、

上
田
駅
周
辺
の

一

一
再
開
発
に
つ
い
て
で
す
。
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山越勲九

(62歳・諏訪形)

都
市
美
語
る
街
並
み
を

新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
、
上
回
と
東

京
は
通
勤
図
。
そ
し
て
、
上
信
越
自
動

車
道
の
供
用
に
併
せ
、
観
光
客
も
大
幅

に
増
加
し
、
企
業
活
動
も
促
進
さ
れ
、
市

内
の
様
相
も

一
変
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
上
回
駅
周
辺
は
市
の

顔
と
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
展
望
に
立

っ
て
、
都
市
美
を
誇
る
自
慢
の
街
並
み

を
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
上
回
城
に
ま
つ
わ
る
秋

お話
協た

秦栄 喜ん

(74歳・大震〉

地
区
見
お
ろ
す
憩
い
の
場

こ
の
公
図
は
、
大
正
十
一
年
仁
、

区
の
人
た
ち
に
よ

っ
て
、
商
問
の
神

様

「
高
尾
山
」
神
社
を
こ
の
土
手
山

に
も
っ
て
き
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

大
犀
を
見
お
ろ
す
高

h
に
あ
リ
、
裏

は
東
部
町
で
、
地
区
の
人
た
ち
の
憩

い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
池
や

滝
、
あ
ず
ま
尿
な
ど
も
備
わ
り
、
素

朴
な
八
ム
聞
と
い

っ
た
と
こ
ろ
。

い
凶
折
し
た
道
路
の
名
残
と
、

地
勢
的

に
千
曲
川
で
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

重
っ
て
、
市
の
発
展
を
大
き
く
阻
害
し

て
い
る
の
で
、
千
曲
川
に
も
き
ら
に
二
、

三
本
の
橋
を
新
設
し
、
交
通
ま
ひ
の
解

消
と
左
岸
地
域
と
の
一
本
化
の
促
進
を

望
み
ま
す
。

上
回
駅
に
近
く
開
通
す
る
南
北
自
由

通
路
も
、
南
口
方
面
の
再
開
発
の
端
緒

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
巨
費
を
投
じ

て
、
ご
く
一
部
の
住
民
や
通
勤
者
の
利

便
に
終
わ
ら
な
い
よ
、
っ
、
南
口
に
も
パ

ス
、
タ
ク
シ
ー
の
発
着
、
ビ
ジ
ネ
ス
街

の
造
成
等
の
ほ
か
、
た
ば
こ
産
業
の
広

大
な
用
地
や
そ
の
周
辺
も
含
め
て
、
大

局
に
立

っ
た
プ
ラ
ン
を
望
み
ま
す
。

昔
は
桜
が
"'h

ご
と
で
、
た
い
へ
ん

目

に
ぎ
わ
い
、
売
屈
も
出
た
ほ
ど
で
し

れ

た
が
、
今
は
木
が
古
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
そ
れ
ほ
ど
咲
か
な
く
な
り
ま

し
た
。
怖
い
例
の
行
事
と
し
て
は
、
四

月
と
十
月
の
お
祭
り
の
ほ
か
、
二
月

三
日
の
節
分
が
あ
り
ま
す
。

節
分
で

は
、
商
工
会
青
年
部
の
人
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
、

「
七
市
神
」
に
ふ
ん
し
、

大
屋
全
地
区
を
一
軒
づ
っ
練
り
少
き
、

豆
ま
き
を
し
ま
す
。

年
に
一
度
、
区
の
人
た
ち
に
よ
る

大
帰
除
、
ま
た
老
人
会
に
よ
る
月
一

回
の
手
入
札
な
ど
、
公
園
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
の
作
業
が
今
も
行
わ
れ
、

安
ら
ぎ
ゐ
場
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報うえだ'3.3. 1 

松井秀二勺

(16歳 ・神畑〉

「人
に
優
し
い
」再
開
発

わ
た
し
の
知
り
う
る
限
り
、
再

開
発
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
駅
周
辺
の
混
雑
を
な
く

す
と
い
っ
て
も
、
自
転
車
と
乗
用

車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
か
な
り
広

く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
量
が
増
え
る
の
は
確
実
な
の

だ
か
ら
、
計
画
に
あ
る
道
の
拡
強

だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。

「
上
回
ら
し
さ
」
の
あ
る
再
開



4き>
八日堂駅

(丸子鉄道)

発
に

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
人
に
催

し
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
e

例
え

ば
、
自
由
通
路
に
し
て

L
、
単
い
す
や

老
人
の
た
め
に
階
段
を
ゆ
る
や
か
に
し
、

段
法
を
低
く
す
べ
き
で
す
滑
り
に
く

い
ぷ
村
を
使
う
と
か
・:

駅
ヒ
ル
と
地
下
仰
を
つ
く
る
の
も
い

い
と
思
い
ま
す
し
か
し
、
わ
た
し
の

言
い
た
い
の
は
、
市
民
と
企
業
な
ど
が

参
加
で
き
る
駅
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
る
の
が
い
ち
ば
ん
だ
と

思
い
ま
す

• 

ま
た
、

黒
沢
一
義
さ
ん
(
五
十
四
歳
・

北
常
田
)
か
ら
も
、
こ
ん
な
お
便
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

m年
先
を
想
定
し
て

-
南
北
歩
行
者
専
用
通
路
に
つ
い
て

待
引
の
が
業
と
し
て
、
う
れ
し
い

限

り
で
す
た
だ
、
身
附
括
や
お
年
得
り

の
皆
さ
ん
へ
の
配
慮

{市
い
す
用
ス
ロ

ー
プ
、
壁
の
手
す
り
)
も
必
要
で
す
e

・
新
幹
線
上
田
駅
と
し
て
の
対
策

狭
い
道
、
駐
市
場
が
い
然
い

卜
川
山

の
大
き
な
課
題
の

一
ウ
、
交
辿
問
題

g

駅

周
辺
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
、

こ
の
ま
ま
新
幹
・
線
、
高
速
自
動
車
道
が

入
っ
て
く
る
と
、
上
田
駅
(
特
急
)
を
現

ι利
用
し
て
い
る
上
小
地
行
の
住
民
、

例
え
ば
坂
城
町
、
式
行
村
、

ι科
町
、

長
門
町
の
人
た
ち
は
、
長
野
駅
や
佐
久

へ
、
東
部
町
、
点
回
町
の
人
す
ら
長
野

駅
や
佐
久
駅
へ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
従
っ
て
、
こ
の
逆
、
大
駐

車
均
の
設
協

(立
体
駐
市
場
大
山
駅

の
よ
う
に
駅
以
上
駐
市
埼
)
が
、
今
後

必
要
と
思
わ
れ
ま
す

お
話柏

木

登

♂

〈
舵
歳

・
下
回
拙
〉

信
越
線
と
並
行
、

ぬ
う
よ
う
に
走
る

「
上
問
点
」
か
ら

「丸，

r」
を
結

よ
延
長
約
十
二
J
の
九
千
鉄
道
が
廃

止
に
な

っ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
四

月
で
し
た
。
八
日
堂
、
大
屋
、
長
瀬

な
ど
釈
は
六
つ
で
、

一
日
間
ト
阿
、

一
-
ト
年
、

一ニ
トl
年
先
を
シ

ュ
ミ
レ
ー

ト
し
て
、
少
な
く
と
も
開
業
時
で
即
、

満
料
と
い

勺
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
設

定
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す

渋
滞
に
関
し
て
、
駅
前
広
場
の
卓
の

流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
べ
く
駅
合
利

用
の
来
降
作
、
シ

ヨ
ヴ

ヒ
ン

ク
存
、
パ

ス

・
タ
ク
シ
ー
利
山
者
、
ビ
ル
出
入
り

の
歩
行
者
用
に
駅
A
れ
か
ら
駅
前
ピ
ル
に

「
階
上
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ソ
キ
」
で
結

ぶ
な
ど
、
県
内
に
な
い
特
徴
あ
る
施
設

も
ほ
し
い
む
の
で
す
タ
ク
シ
ー
プ
ー

ル
、
パ
ス
フ

|
ル
の
位
訴
の
般
社
な
ど

一一」u
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

車
と
駐
車
場
の
対
応
に
失
敗
す
る
と
、

上
回
は
単
な
る
通
過
点
に
な
る
危
険
性

を
J
U

っ
て
い
ま
す
。
寸
パ
カ
と
と
い
わ

れ
る
く
ら
い
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
身
え

た
い
も
の
で
す
。

一
部
信
越
線
と
血
行
し
、
国
分
寺
周

辺
を
ぬ
う
よ
う
に
走

っ
て
い
た
の
が

懐
か
し
い
で
す
ね

わ
た
し
は
八
目
立
の
駅
伝
を
最
後

に
、
昭
和
田
十
年
に
退
職
。
八
目
立

駅
は
、
当
時
、
下
回
畑
、
上
沢
、
黒
坪
、

凶
分
だ
け
で
、

一
日
平
均
二
十
五
人

前
後
の
染
防
で
し
た
。
八
日
常
純
白

の
と
き
は
、
た
い

へ
ん
な
人
出
で
、

ほ
か
の
駅
か
ら
も
応
援
に
き
た
ほ
ど

で
す
。
そ
の

こ
ろ
、
史
跡
公
園
は
ま

だ
な
く
、
あ
た
り
一
両
国
や
桑
畑
だ

け
の
、
の
ど
か
な
光
景
で
し
た
ね
一

-
次
回

(
四
月
一
日
号
)
は
『
社

…
会
人
と
し
て
の
決
意
と
市
政
に
望

一
む
こ
と
」
で
す
。

入
学
、
就
職
に
と
新
し
い
旅
立

一
ち
へ

の
み
「
節
で
す
。
そ
ん
な
皆
さ

…
ん
は
、
宇
や
品
情
、
不
安
と
が
人

一
リ
交
し
勺

て
、
や
り
よ

勺
ひ
リ
限
雄

…
な
心
境
て
は
な

い
で
し
ょ
う
か

一
そ
こ
で
今
春
、
新
社
会
人
と
な
る

…
皆
さ
ん
、
決
意
や
抱
負
、
市
政
に

一
望
む
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

M

〔応
募
方
法
〕

投
稿
、
.
直
訴
で

一
三
月
卜
五
日
制
ま
で
に
持
品
川
諜
広

…
報
初
当

(一T
W棚
上
田
市
大
手

一ー
ー

二

一l
l

一
六

・
2
⑫
4
1
0
0
内

…
線

1
1
1
2
)
へ
。
投
稿
の
場
合

一
は
住
所
、
氏
名
、
証
話
番
号
も
世

…
い
て
く
だ
さ
い
。
採
山
者
に
は
「
特

一
出
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す

募
集
し
ま
す
「
新
企
画
」

市
で
は
、

「
み
ん
な
の
べ

l
ジ
」
を

よ
り
楽
し
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
、

新
し
い
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
「
料
理

7

コ
ー
ナ
ー
」「
人
物
ス
ポ

円
ト
」
な
ど

3

「
こ
ん
な
企
画
は
ど
う
か
」
と
い
・
っ

;

も
の
を
、
持
品
川
諜
広
報
判
当
ま
で
お

波

浮
せ
く
だ
さ
い

えラ

t
l
i
l

礎

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
l

u
割

問
阿
川
川
凶

今
回
、
紙
面
の
都
合

広

に
よ
リ
「
わ
た
し
の
夢
」
、
「
な
か
ま
」
}anE

l
 

は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
‘

日
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この4月。国民年金に
新しい制度

国
民
年
金
基
金
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

自
営
業
者
(
第
一
号
被
保
険
者
)

の
老
後
の
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

〔
一
階
建
て
〕
だ
け
で
す
。

一
方
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
第
二
号
被
保
険
者
)

の
老
後
の
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
上
来
せ
年
金
と
し
て
、
報
酬
比
例

年
金
〔
二
階
建
て
〕
が
あ
り
、
さ
ら

に
厚
生
年
金
基
金
〔
三
階
建
て
〕
に

加
入
す
る
道
が
開
か
れ
有
利
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
営
業
者
に
も
ゆ
と
り

を
も
っ
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
並
ぷ
年
金
と
し
て
、

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
年
金
〔
二

・

三
階
建
て
〕
に
加
入
す
る
道
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
上
乗
せ
年
金
の
制

度
が
国
民
年
金
基
金
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は
、
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
に
限
り
ま
す
。
た

だ
し
、
免
除
を
受
け
た
入
、
農
業
者

年
金
の
加
入
者

・
予
定
者
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

掛
け
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

希
望
す
る
年
金
給
付
額
と
加
入
時
の

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
掛
け

金
の
納
付
は
六
十
歳
ま
で
と
し
、
六

十
五
歳
(
田
型
は
六
十
歳
)
か
ら
上

乗
せ
年
金
が
支
給
に
な
り
ま
す
。

掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料
娃
除

が
認
め
ら
れ
、
国
民
年
金
基
金
の
大

き
な
メ
リ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
も

「
強
制
加
入
」
に

/

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
か
た
は
、

す
べ
て
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
十
歳
以
上
の
大
学

・

等
修
学
校
(
夜
間
部
除
〈
)
な
ど
の

学
生
は
、
こ
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
、

任
意
加
入
(
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き

る
)
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
交
通
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
事
故
、
そ
し
て

病
気
な
ど
に
よ
リ
、
二
十
歳
以

後
の
在
学
中
に
障
害
者
に
な
っ

て
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
い
限
り
、
障
害
基
礎

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
よ
う
な
点
な
ど
を
考
慮

し、

一平
成
元
年
の
法
律
改
正
で
、

平
成
三
年
四
月

一
日
か
ら
二
十

歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に

強
制
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

上
田
市
に
住
民
票
の
あ
る
二

十
政
以
上
の
学
生
は
四
月
一
日

以
降
必
ず
国
保
年
金
課
で
、
加

入
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
は
親
が
代
行
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
四
月

一
日
前
に
提
出
し
た
場
合
で
も

受
理
し
ま
す
。

(12] 広報うえだ'3.3. 1 



r夜???-
r~⑨ 

よ
な
ら
ス
パ
イ
ク
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
街

頭
で
の
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中
心
に
、

脱
ス
パ
イ
ク
運
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

さ
わ
や
か
な
春

う

脱
ス
パ
イ
ク
は
着
実
に
前
進

お知らせア・号・カ.，(.. .ト

庭
の
片
隅
に
ほ
こ
り
で
真
っ
黒
に

な
り
な
が
ら
残
っ
て
い
る
雪
も
少
し

づ
っ
小
さ
く
な
り
、
吹
く
風
に
も
春

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て

い
る
あ
な
た
、
今
す
ぐ
普
通
タ
イ
ヤ

に
は
き
替
え
る
か
、
ピ
ン
抜
き
を
し

て
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
で
春
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

三
月
一
日
か
ら
、
県
下
一
斉
に
「
さ

こ
の
冬
、
市
内
で
の
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
装
着
率
は
、
最
高
で
三
二
%
で

年
々
着
実
に
脱
ス
パ
イ
ク
が
前
進
し

て
き
ま
し
た
。

平
成
二
年
六
月
二
十
七
日
に
施
行

さ
れ
た
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
上
田
市
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
使
用
の
禁
止
地
域
に
指
定
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
積
雪

・
凍
結
の
状
態

に
な
い
道
路
で
は
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ

ヤ
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ご
め
い
桶
を

お
祈
り
し
ま
す

今花久野久宮本関
井里保 口 保島道口
武俊田幸田今み守
雄紀春男こ朝つ夫

子 と太る
じ

よ岩下鍛 ，1、下下新
本 室 冶 I背塩
郷門賀町苗木尻田

七 O 八九九九七八
七 四 O 一 三五 四

本永 伊中 小東大春坂横竹徳 小
問 弁藤村林山崎原下関内武泉
け袈 芳行う正成 松 四 利 け と
さ裟子雄め三義 江 郎 治 さ 力 み
子芳 の上よ

111 
愛五中伊御矢蛇上福御御原浦
宕勢
町加野山所沢沢尻田所所間野

六七五五九八七八九八九八九
七八八四五四 O 五二四 O 八 二

荻七中正福会平鈴遠石和宮斉
原嵐 沢村 沢田田木藤井回崎 京
と正 さいき 行 春 奥 鶴 広 ア 賢
ら巳学わくみ雄 枝 回 路 司 ヤ 蔵
え 子 郎子

(
一
月
届
け
出
分
・
敏
瓢
略
〉

西

脇

東
築
地

修

所

半

過珂
大

湯
街

所

下

組

山

口

袋

町
長

入

福

田

新

屋

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、
十
万
円

以
下
の
罰
金

(適
用
は
平
成
四
年
四

月
一
白
か
ら
)
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
禁
止
地
域
の
指
定
は
四

月
一
日
か
ら
で
す
が
、
「
法
律
」
で
は

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
は
か
な
い
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

粉
じ
ん
の
発
生
を
な
く
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
と
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
今
す
ぐ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
脱
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ピ
ン
抜
き
機
の
利
用
を

生
活
環
境
課
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機
を
無
料
で
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
こ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
う
の
は
ま

だ
惜
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
た
は
ピ

ン
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
週
末
や
休
日
の
前
日
は
申

し
込
み
が
多
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
な
ど
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

七
九

一北

村

運

治

上

塩

尻

七

八

一

内

藤

け

さ
尾
上
川
原
柳
町
九
二

八
二

一西

入

保

大

屋

八

二

一

中

沢

の

ぷ

下

紺

屋

町

八

八

八
六

一塩

入

富

美

代

鈴

子

九

O
一

長

浜

和

雄

築

地

五

七

八
八

一佐

藤

義

信

下

小
島

八

九

一

野

村

い

く

材

木

町

九

三

八
三

一宮

原

い

し

森

八

八

一

坂

井
袈
裟
男

千
曲

町

七

二

八
八

一押
金
亀
久
弥
丸
堀
町
七
九
一
増
沢
甚

一

諏

訪

形

七

六

七

二

小

川

ヨ

シ

新

聞

六

九

一宮

原

夏

人

柳

沢

六

五

五
七

一山

崎

尚

雄

上

堀

八

O
一春

原

利

雄

上

塩

尻

八

二

六
三

一小
森
あ
や
上
川
原
柳
町
九

O
一
今
井
真

治

神

科

新

屋

八

O

八

二

清

水

ゑ

い

院

内

七

八

一清

水

き

く

畑

山

九

一

八
九

一中
曽
根
静
子
神
科
新
屋
八

O
一
萩
原
俊
雄
下
紺
屋
町

八

三

六

二

山

崎

聡

明

分

去

五

六

一宮

本

た

か

御

所

八

六

七
六

一宮

沢

千

代

舞

団

八

一

一塚

回

茂

信

上

塩

尻

七

七

山

口

虎

次

郎

踏

入

武

田

チ

カ

丸

堀

町

竹

内

昭

子

新

屋

塚

田

文

子

踏

入

小
林

再

家

起

漆

戸

相
川
貞
子
み
す
ず
台
北

宮

崎

完

爾

小

泉

砥

石

種

次

新

屋

田

中

新

吾

下

之

郷

小

林

か

つ

み

新

聞

小
山
正

入

手

塚

石

沢

光

位

材

木

町

石

井

正

義

半

過

横断立橋にかけられた「スパイク禁止地

犠・上回J の幕(千曲町)
六五三八八八八八八八六八八
九 八 四 O 六 二 O 二 O 四二一八
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E
1
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E
l
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ι

告砂
⑤ 月

4
1
T
41
1
n
H
U
「
円

U

J
'
-
4
S
1
4
E
l
nノ

ι

、
〈

J
n
H
U
守

F
t
n川
守

4
1
I

r.-
、
4
1
Z
4
E
g
nノ
」
円
《
U

田
市
営
・
県
営
住
宅
の

圃
補
充
入
居
者
を
事
集

・
市
営
住
宅

マ
募
集
団
地

梅
が
丘
、
桜
台
、

岡
な
ど
マ
家
賃
四
千
九
百
円
1

六
千
七
百
円
程
度

マ
入
居
資
格

市
内
に
住
む
か
、
勤
務
す
る
人
(
収

入
な
ど
入
居
基
準
あ
り
)

マ
受
付

期
間

三
月
七
日
附
i
十
月
三
十
一

日
附

マ
問
い
合
わ
せ

管
理
課
(
内

線

1
5
0
5
}

-
県
営
住
宅

マ
募
集
団
地

踏
入
、
中
之
条
第

二
、
み
す
ず
ム
円
、
若
久
保
、
五
加
、

一
別
所
、
中
野
、
城
(
以
上
上
田
市
)
、

…
石
弁
、
長
瀬
上
平
(
同
丸
子
町
)
、
伊

一
一
勢
原
(
東
部
町
)

マ
家
賃

三
千

…
九
百
円
i
三
万
五
千
七
百
円

マ
入

す

…
居
資
格

県
内
に
住
む
か
、
勤
務
す

ま

…
る
人
(
収
入
な
ど
入
居
基
準
あ
り
)

炉

一
マ
受
付
期
限

三
月
十
一
日
間

マ

咋

…
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所
建

体

…
築
課
(
包
⑫

1
2
6
0
内
線
3
0
4
)

十
酔口

u曜

一

土

…

A
坤

・

第円
ζ第

…

-

…
よ
る
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
市
内
の

…
・

国
固
定
資
産
課
税
台
帳

園
立
候
補
手
続
き

圃

…
河
川

・
水
の
浄
化
に
つ
い
て
わ
か
り
…
・

圃

縦

覧

は

4
月

に

…

や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

…
圃

説

明

会

を

開

催

平
成
三
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

…

マ

と

き

三
月
十
六
日

ω午
後

二

…

四

月

二

十

一
日
執
行
予
定
の
市
議

イ

…
の
縦
覧
は
、
今
年
が
基
議
・
年
度
(
評

…
時

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館
文
化

…
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
と
、

3

…
価
替
え
)
の
た
め
、
例
年
の
三
月
か
…
ホ
ー
ル

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環

…
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、
選
挙
運
動
、

3

…
ら
四
月
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し

…
境
課

(内
線
1
3
8
9
)

…
立
候
補
手
続
き
等
に
つ
い
て
説
明
会

殺

…
く
は
容
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…

置

闘

翠

事

筋

為

J
書

…
を
開
催
し
ま
す
。

防

…
マ
問
い
合
わ
せ
資
産
税
課

(
内
総

司

曙

端

機

一百
九
一

…

出

席
で
き
る
人
は
、
立
候
補
予
定

尉

…
1
2
9
1
)

十
議
虜
み
議
湖

u

き

ミ
…
者
ま
た
ま
事
務
長
予
定
者
ほ
か
二
名

持
m叫
-4w-44ぐ
れ

…

ま
で
。
い
た
が
っ
て
、
一
人
の
立
候

E

一

J
3
tu
---z
f
つ

-
3
月

百

自

に

…

a

づ
説
鋪
mw
-
『

ぃ
…

補
予
定
者
に
つ
い
て
出
席
者
三
名
以

-

z

t
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…
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と

き
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月
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十
日
附
午
前
九

今
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自
然
破
壊
の
問
題
に
関
心
が

…
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J一一一
J
U
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p
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時
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正
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マ
と
こ
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市
役
所

一
高
ま
っ
て
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ま
す
が
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わ
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歯

冨
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置

き

…

六
階
会
議
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マ
そ
の
他

県
議
会

…
の
身
近
な
自
然
の
水
辺
も
ど
ん
ど
ん
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潤
関
脇
悶
樋
錨
聞
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園
・
撞
量
購
圃
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議
員
選
挙
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立
候
補
届
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説
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失
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れ
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ま
す
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生
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塑
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…
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。
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①
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桜
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に
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高
等
学
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学
す
る
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②
平
成
一
ニ

…

…
年
四
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現
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古
川
等
学
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に
在
学
し

…

一
て
い
る
生
徒
③
平
成
三
年
四
月
一
日

…

…
現
在
、
市
内
に
六
か
月
以
上
肘
住
す

…

…
る
世
帯
の
人
④
本
会
以
外
の
育
英
会

一

…
な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人

マ
申
込
方
法

寸
法
子
し
て
い
る
中
学

…

…
校
、
高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相

…

一
談
し
て
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内

…

…
線
1
7
0
3
)
へ

マ
申
込
期
限

三
月
二
十
日
附

高
齢
化
祉
会
を
共
に

考
え
る
市
民
の
集

マ
と
き

3
月
幻
自
附
午
前
日
時
マ
と
こ
ろ
文

'化
セ
シ
タ

i
(
材
木
町
)

マ
内
容

映
瞬
、
上
坂
冬
子

↑さ
ん
に
よ
る
誠
一例な
ど

建設工事など

「入札参加願」の提出

[14] 

平成3年度、市の建設工事および建

設コンサルタント業務の入札に参加を

希望するかたは、関係書類の提出が必

要です。提出書類など詳しくは管理課

(内線1503)へ。
(>受付期限 3月30日凶



使用申し込みの受付

平成 3年度の体育施設の使用申 し込みを、次により

受け付けます。

1>とき 3月18日(月)午前 8時30分から (先着順)

bところ 体育課(本庁舎 4階) 1>持ち物 印鑑、

使用料 1>その他 ただし、市営野球場、自然運動公

園グラウンド、河川敷グラウンドは申し込みに制限が

あります。 1>問い合わせ 体育課(内線1753)

圃
科
学
研
究
費
を

圃
助
成
し
ま
す

県
科
学
振
興
会
で
は
、
科
学
技
術

…
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
然
科
学
の

…
研
究
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

…
に
科
学
研
究
費
を
助
成
し
ま
す
。

マ
申
込
期
間

四
月
一
日
間

1
同

…
三
十
日

ω
マ
申
込
先

商
工
課
(
内

一
線

1
4
0
3
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マ
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い
合
わ
せ

…
働
長
野
県
科
学
振
興
会
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宮
0
2
6

…
2
⑮
4
3
3
4
)
 

園
弁
理
士
に
よ
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明
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日
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特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標

い
に
つ
い
て
、
弁
理
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

マ
と
き

三
月
十
三
日
附
午
後
一

…
時
1
四
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商
工

…
会
議
所

マ
問
い
合
わ
せ

間
発
明

…
協
会
長
野
県
支
部
(
宮
0
2
6
2⑫

一
5
5
5
9
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訓
練
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募
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上
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高
等
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は
、
次

一
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市の体育施設

，sソつL!:
挑戦!マみまでんわ

|上回創造館 E⑫1111I 

第7回女性の定めのパソコン教室

1>とき 3月16臼(上)午前 1時30分-4時

30分、3月17B (rl)午前 9時~午後4時30分

いところ 創造館パソコン教室 (2階)

b対象 18蔵から50絞までの女性で初心者

じ〉定員 20人 1>申し込み 3月11日(円)

午前91砕から受け付けます。 '~訴でどうぞ。

1>とき 3月25日(月)、 26日(刈、 27日(村

時間は午前10時~午後4時 1>ところ 創

造館ノマソコン教室 (2階) 1>対象 小学

校4年生から中学校3年生までの初心者

1>定員 各20人 b申し込み 3月18臼(ゆ

から受け付けます。

初級パソコン教室

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
貢

献
さ
れ
た
市
内
の
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
の
生
活
、
健
康
な
ど
各
種
の
相
談

に
応
じ
、
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向

上
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
み
焼
却
熱
と
太
陽

熱
を
利
用
し
た
浴
室
も
あ
り
、

一
日

中
く
つ
ろ
げ
ま
す
。
送
迎
パ
ス
も
運

行
し
て
い
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
開
館
時
間
は
午
前
八
時
三

十
分

i
午
後
五
時
十
五
分
。
休
館
日

は
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
。
申
し
込
み

は
、
例
入
に
つ
い
て
は
使
用
当
日
口
頭

で
、
団
体
に
つ
い
て
は
使
用
自
の

3
目

前
日
で
に
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

4
1
1
9
)

へ
申
請
を
。
使
用
料
は
無
料
で
す
。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
/

・

今
年
は
、
そ
れ
に
し
て

集

記
J

も
雪
が
よ
く
降
る
。
し
か

編

後

」
も
吹
雪
国
に
。
あ
る
大
雪
の

/
l
¥

翌
日
、
保
育
園
へ
雪
合
戦

め
写
真
を
織
り
に
行
っ
た
。
予
期
し

て
は
い
た
け
れ
ど
、
故
後
は
園
児
た

ち
か
ら
の
雪
の

H

集
中
砲
火
~
結
局
、

写
真
の
出
来
栄
え
が
悪
か
っ
た
の
で
、

翌
日
も
う
一
度
足
を
選
ぶ
。
述
日
の

雪
合
戦
の
取
材
で
、
間
児
た
ち
と
も

顔
な
じ
み
に
:
・。

い
つ
の
時
代
も
子

ど
も
た
ち
は
、
無
邪
気
で
か
わ
い
い

な
あ
と
思

っ
た
。

(

に
し
ぎ
わ
)

-
何
と
な
く
、
自
然
の
気
配
に
、
「
春
」

を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
上
回
城

跡
公
園
の
絡
め
つ
ぼ
み
も
、
日
増
し

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
手
節
の
変

わ
り
目
な
の
で
、
健
康
に
は
じ
ゅ
う

7

ょ
ん
注
意
し
た
い
。
さ
て
、
今
度
、

3

三
月
十
六
日
付
け
で

「市
民
グ
ラ
ワ

人

上
回
」
を
発
行
す
る
。
今
回
の
特
集

広

は
「
上
回
城
跡
公
閣
の
あ
し
た
」(
阪

一説

題
)。
「
対
談
」
で
は
い

ろ
い
ろ
な
角

帯

度
か
ら
「
城
跡
公
園
と
ま
ち
づ
く
り
」

五

に
つ
い
て
探

っ
て
み
た
の
で
、
ど
う

日

ぞ
ご
覧
を
。

(

せ
ま
)

日
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(3歳 ・岩門〉

「雪遊びがとても好き」

と母の文子 さん。

保健 診D。
保健予防課(内線1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種 (3回目)

2月の 2回目に続き、 3回目を別表のとおり行いま

す。詳しくは「広報うえだj 1月1日号をご覧くださ

t、。

三種混合予防接種目程表(後期)

ぷZえ〉、 場 才z 実地日 対象地区

I毎回母子健康センター 3月7日 復 回

川西社会悩祉センター (木) )11 西

市保健センタ ー
3月8日 北部・塩尻

(市役所衛庁舎2階)

111 jll 町 4z2ぇh 自官
(金)

川辺 ・泉田

r布保健センター
中央・西部

(j打役所持Hr合2階) 3月12日

神川地区公民館
(火)

神 )11 

上野 カ，1主公民館 神科・護殿

一 h子 町 ~ コ: 3月15日 城 下

di 係員~セ ン タ ー (金)

{市役所玲j庁舎2階)
東部・南部

rli保他センター (予備日) 南部 ・ 1じ苦I~ ・ 商ffi\ ・ 1鼠尻

{市役所南I-j'金2階) 4月8日伺) 川辺 ・泉悶 ・令jI科 ・盟殿

司1I栄純セ ン ター (予備日) 東部 ・中失 ・峻下 ・事11川
(市役所南庁舎2階) 4月9日(刈 極関 ・111西

※接種時間は、いずれも午後 1時30~2時30分
※駐車場が狭いため、なるべ〈車での来場はご遠慮を

上国保健所

健康増進クリニック
1>とき 3月28日(禍午前8時45分~午後 2時 1>と

ころ 上回保健所 (材木町、上回合同庁舎) 1>対象

者 健康に関心があって、歩行運動が可能な人 1>内

容 ①健康度測定 (検尿、血液検査、眼底検査、心電

図など)②休養 ・栄養診樹T@15分間歩行 b定員 10 

人 1>料金 4，620円 1>申し込み 3月20日(7Nまでに

上回保地所 (fi⑫1260内線224)へ。

商
品の内容量は
正しく表示

~平成2年度計量モニター調査から~

-商工課(内線 1406)

市は消費者保誕の立場から正しい計量により、者

らしの向上を図るため、市内の主婦12人に計量モニ

ターをお願いして、購入した食料品の量目について

の調盆を毎・年実地しています。

平成 2年度の調査結果は次のとおりです。

(>調査期間 年間 2か月間

b調査結果の判定 ①正l床量表記商品 (パックなど

で密封された商品)=誤差が表記したグラム数の+

4%-一2%のものが正量て¥それ以外は超過また

は不足、②面前言|鈷商品 (はかり買い商品)=誤差

が買い求めたグラム数の+3%-ー3%のものが正

量でそれ以外は超過または不足。

(>量目不足の多い魚介類 市で忌行っている:量目立入

検査結果 (2月1日付け 「広報Jで掲載)でも魚介

類の量目不足が目立ちましたが、モニター調査結果

でもやはり魚介類の不足が多い結巣になりました。

(>量目不足の主な原因 ①トレーなどの目方を正確

に差しづ|いてない。②水分の蒸発で自然に減量する。

③計量器の使い方に問題がある。

(1]正しい計量とはー ①正絡な計量綜を正しく使っ

て計ること。②風袋の目方を差し引くこと。③計最

結呆を正しく表示すること。

|・計量口一活動に参加してJ
モニターAさんより一一一J

計量モニターの仕事をするまでは全〈量自に関心

がなく、スーパーや商庖の表示を信用し、商品を買

い求めていましたが、計量;モニターに参加すること

で、表記邑;に誤差のあることを知りました。

広管の品、特売品、また、特に野菜、築物、水物、

食肉、魚介類に不足が目立ち、面前買いをしたら風

袋引きがしてなかったこともあり、正しい計量、正

しい表示をしていただきたいと思います。

また一山、 一IDL、一束といった品物も多〈、でき

る限り 量目表示をしていただきたいと思います。

計量モニターを通 じ、ー消費者として、よい品物

をより正確に購入するためには、自分からすすんで

計量に関心をもち、計ることを習慌にし、安心して

買い物ができるようになりたいと思っています。

また、商庖i開lも大変だと思いますが、細かいとこ

ろにも注意していただきたいと思います。それから

過剰包装にひ'っ くりしています。 トレーなど再利用

はできないものでしょ うか。

一年間計量モニターをして大変勉銭になり、計量

行政、言十畳モニターの重要性を感じました。また機

会があっ たらやってみたいと思います。

広寝ラ左足~3 . 3. 1 [16] 
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